
第２学年 数学科学習指導案 

 

           日 時  令和７年 10 月 31 日（金）14：10～15：00 

生 徒  札幌市立新陵中学校 ２年３組（37名）     

授業教室 札幌市立陵陽中学校 ３階 ２年２組教室 

指導者  札幌市立新陵中学校 田南部 巧弥        

（使用教科書 教育出版 中学数学２） 

 

１、単元名  「 データの分析 」 

 

２、生徒の実態 

 様々な情報が簡単に手に入る現代において、自らの目的に応じて必要なデータを収集・

処理し、その傾向を読み取って適切に判断するために PPDAC サイクルに沿って考える力が

大切であると考えられる。 

 本学級の生徒は、1年次に PPDAC サイクルについて学習しているものの、自ら疑問や課

題を設定し、それをサイクルに沿って進めることを苦手とする傾向が見られた。特に、デ

ータ分析の過程に苦手意識を持つ生徒が多く、本単元では箱ひげ図を作成することはでき

ても、それを読み取って比較することについては、十分な理解が得られていないことが予

想される。 

そこで、本学習では、日常的な題材を通して、生徒自らが PPDAC サイクルの過程を意識

して学習を進めることで、「本物の経験」となるように取り組む。また、箱ひげ図の作成

を ICT 等で処理をさせ、読み取りや分析の時間を多く確保できるようにしていく。 

 

３、単元について 

（１）単元の系統性 

第１学年では、ヒストグラムや相対度数などについて学習している。第２学年では、こ

れに加えて四分位範囲や箱ひげ図を学習することで、複数の集団のデータの分布に着目

し、その傾向を比較して読み取り、批判的に考察して判断する力を養う。また、箱ひげ図

を学習する中で、これまでに学習してきた代表値やヒストグラムと関連付けながら多面的

に考察することで、箱ひげ図の理解を深め、よさを実感させることができる。中学校第 3

学年では、標本調査を通じて母集団の傾向を推測する力を育成する。生徒は、調査の目的

に応じた標本の選び方や、標本の大きさによる結果のばらつきなどを体験的に理解し、統



計的な推測の考え方に触れる。これにより、データの一部から全体を見通す力や、調査結

果の妥当性を批判的に検討する姿勢を養う。 

 

（２）単元観 

本単元の指導にあたっては、日常的な事象を題材にし、PPDAC サイクルを基に進めてい

くことを生徒自らが意識して、生徒自らさらなる課題を見い出し、サイクルを回していけ

るようにしたい。そこで、単元を通して「桜の開花予想」を題材にし、PPDAC サイクルを

回しながら学習を進めていく。さらに、この単元だけではなく、第１学年の「資料の活

用」、第２学年「１次関数の利用」でもこの題材を扱い、１単元だけのつながりではな

く、他の領域からの「学びをつなげる力」を育んでいくことができる。 

４、単元の目標 

① データの分布についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を

数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける

ことができる。 

② 複数の集団のデータの分布に着目し、その傾向を比較して読み取り批判的に考察して

判断することができる。 

③ 四分位範囲について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数

学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しよう

とする態度、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとする態度を身に付ける。 

 

５、単元の指導計画 

［全６時間扱い］ 

 

時間 本時の目標 
主な学習活動 

（主問題・学習課題） 

評価規準 

（おおむね満足できる） 

１ 

600 度予想が使

えるか検証する

ために、どのよ

うにデータを扱

えばよいか考え

ることができ

る。 

【Problem/Plan】 

正確な桜の開花予想をするため

に、600 度予想があることを知

り、それが本当に使えるのかど

うか批判的に捉え、開花日との

ずれを調べればよいことを見出

す。 

【主体的に学習に取り組

む態度】 

データを、平均値やヒス

トグラム、度数分布多角

形など、既習の知識をつ

かって分析することがで

きる。 

２ 
四分位範囲や箱

ひげ図を用いて

【Data】 

札幌市のデータをもとに、箱ひ

【知識・技能】 

四分位範囲や箱ひげ図を



整理する方法 

や必要性、意味

を理解できる。 

げ図、四分位数、四分位範囲に

ついて学習する。 

用いてデータを整理する

方法や必要性、意味を 

理解できる。  

３ 

箱ひげ図だけで

はなく、既存の

考え方を併用し 

データの分布を

より的確に捉

え、批判的に考 

察し判断して説

明することがで

きる。 

【Analysis】 

前時で表した、札幌の箱ひげ図

をもとに、箱ひげ図の分析の仕

方を学習しながら、結論を出

す。 

【思考・判断・表現】 

箱ひげ図を利用して、デ

ータの傾向を読み取るこ

とができる 

４ 

600 度予想の精

度を、様々な地

域の箱ひげ図を

比較し、推察す

ることができ

る。 

【PPDAC】 

他の地域では、600度予想が使

えるかどうか、PPDAC サイクル

に沿ってデータを基に推察して

いく。（本時１/２） 

【思考・判断・表現】 

600 度予想の精度を他の 

地域の箱ひげ図を比較し 

ながら推察することがで 

きる。 

５ 

箱ひげ図を用い

たり、箱ひげ図

とヒストグラム

を組み合わせた

りしながら、分

析し、箱ひげ図

のよさを考える

ことができる。 

自分の得た結論

に対して、他者

との交流を通

し、評価・改善

しようとしたり

している。 

【Conclusion】 

前時までの、それぞれの問いへ

の考察結果をスライドにまとめ

る。スライドを発表・交流し、

600 度予想が使えるかに対する

結論を導く。箱ひげ図のよさに

ついてまとめる。 

【思考・判断・表現】 

箱ひげ図の分析を通し

て、箱ひげ図のよさを考

えることができる。 

【主体的に学習に取り組

む態度】 

他者の発表や交流から、

自身の問題解決の過程を

振り返って、評価・改善

しようとしたりすること

ができる。 ６ 

 

 



６、本時の目標 

・600 度予想の精度を、様々な地域の箱ひげ図を比較し、推察することができる。 

【思考・判断・表現】 

７、本時の展開 

●指導過程と「主発

問」 

〇学習活動 

＊予想される生徒の発言や反応 

・留意点 

◇評価 

 

 

 

●PPDAC サイクルに沿

ったスライドやアン

ケート結果を提示。 

「札幌では使えなさ

そうだけど、札幌だ

けで判断してよいの

だろうか？」 

 

 

●７つの地域の中で

どの地域で調べたい

か問いかける。 

●ずれのデータ、ス

ライドの枠を配布す

る。 

「その地域をどのよ

うに調べる？」「600

度予想はどうなりそ

う？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇PPDAC サイクルに沿いながら、前時ま 

での札幌の箱ひげ図の分析を振り返る。 

〇アンケート結果への考えを共有しなが

ら、本時の学習課題を見いだす 

＊札幌だけでは判断できないと思う。   

＊他の地域と比べないと判断できない。 

 

 

 

〇調べる地域を７つの中から選び、スプ

レッドシートの色を変える。 

 

〇データを見ながら、選んだ地域の中で

もどこをどうやって調査するのか計画

を立てる。 

＊福島をヒストグラムと箱ひげ図で表し

て調べる。 

＊大阪を札幌の箱ひげ図と比較しながら

調べる。 

 

 

〇それぞれ PPDAC サイクルに沿って調査

を進める。 

 

 

・PPDAC サイクルを生徒に

意識付けさせるために、前

時までに行っていたことを

PPDAC サイクルに沿って確

認する。 

・前時に行った 600 度予想

が使えるかに関するアンケ

ート結果を共有しながら、  

札幌の箱ひげ図だけで判断

してよいのかという問いか

けを行い、学習課題を見出

していく。  

・スプレッドシートで７つ

の地域のどれにするか入力

させることで、リアルタイ

ムで共有を行う。 

・道内は桜の種類が異なる

地域もあるが、異なるとど

うなるのかということも考

えさせるポイントにする。 

・立てた計画について、何

名かの生徒を指名して発表

してもらう中で、問いかけ

を行い、計画の練度を高め

る視点を持たせる。 

・生徒の進捗状況を確認

し、データの処理の仕方が

わからない生徒へ、スライ

ド例のプリントを配るなど

の支援を行う。 

【問題】 桜の開花日予測に６００度予想は使えるのだろうか 

【学習課題】 他の地域では、600 度予想は使えるのだろうか。 



●地域ごと交流させ

る。「各地域ごと集ま

って現在の状況や、

困っていることを交

流してみよう」「いい

分析の深める方法を

ぜひ交流してみて」 

 

 

 

 

 

 

 

●進捗状況等を全体

共有させる。 

〇地域を手掛かりに仲間と意見交流を行

ったりしながら活動する。 

＊旭川を調べてみたら、札幌よりも 600

度予想が使えなさそうなんだけど、ど

う思う？  

＊１つの県だけでなく、違う都市と比べ

てみるのもいいね。  

＊隣の県なのに、違いがあるのはなぜだ

ろう。 

 

 

 

 

 

〇進捗状況を共有する 

＊和歌山県について調べたが～〇〇にな

りそう。次回はここをさらに深めてい

きたい。 

・箱ひげ図の作成などは

ICT を使い、読み取る時間

を確保する。  

・計画を再度練り直した

り、新たな問いを見出せる

ような交流にできるよう、

交流する際の視点を伝えて

から交流する。 

◇600 度予想の精度を他の

地域の箱ひげ図を比較しな

がら推察することができて

いるか。【思考・判断・表

現】（スライド、取組の様

子）   

・進んでいる生徒を何名か

取り上げ、現在の進捗状

況、次時に向けてを発表さ

せる 

 

８、本時の評価 

・600 度予想の精度を他の地域の箱ひげ図を比較しながら推察することができているか、 

本時の生徒の取り組みや、入力内容から見取る【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題解決の姿】   

他の地域の箱ひげ図の四分位数や四分位範囲などを比較する

ことで、600 度予想の精度を分析することができる。 



９、本時の学習と研究主題との関連について 

 

 

 

 

 

 本時の学習は「桜の開花予想」を題材とした学習である。本学習のねらいは①「単元を

通して１つの題材で学習を貫くこと」②「本単元だけではなく、３単元を通して学習を発

展させながら、学びを進めること」の２点である。 

① 「単元を通して１つの題材で学習を貫くこと」について 

近年、AAR サイクルといった言葉を耳にする機会が増え、１時間単位の授業ではな

く、単元をベースとしたスパンにて授業を構築することが求められていると考える。

また、従来の中学校数学科の授業において、毎日違う問題を提示している実践は少な

くないように思う。授業を構築する際に、毎日違う問題では、知識理解の進んでいな

い生徒や、問題理解に時間のかかる生徒にとっては、本時の授業を理解する前に大き

な壁となるのではないかと考えられる。これらのことから、本単元では、単元全体で

１つの題材で学習を貫くことで、１時間単位の授業ではなく、単元をベースとしたス

パンにて AAR サイクルを回しながら、統計的思考の PPDAC サイクルも複数回しながら

進めることができると考えた。 

また、本学習では単元を通して１つの題材で学習を貫くことで、問題解決過程の中

で、札幌のデータを基にしながら知識・技能の習得を行った。このことで、生徒が箱

ひげ図を学習することへの必要感を抱き、知識・技能の習得段階においても数学的活

動を充実させることができると考える。 

 

②「本単元だけではなく、３単元を通して学習を発展させながら、学びをすすめること」

について 

  本題材の「桜の開花予想」を題材とした中学校数学科における先行研究は峰野

(2015)、新井・西村(2010)などいくつかあり、東京書籍(2025)などの教科書においても

掲載されている。しかしながら、これまでの先行研究では、関数領域とデータの活用領

域を統合させ、ドットプロットしたグラフのばらつき具合から桜の開花の要因を特定

し、開花日を予測するものが多い。それらの先行研究から、他の単元の題材となりうる

のではないかと考え、「600 度予想」「400 度予想」というさらなる桜の開花予想の題材

に辿りついた。 

 そこで、本題材の学習を、１次関数の単元にとどめず、中学校第１学年「資料の活用」

から始まり、中学校第２学年「１次関数の利用」、「テータの分析」へと３単元を貫いて

＜研究主題＞ 

「学びをつなげる」力を育む数学教育の探究 

～ 数学的活動のさらなる充実を目指した授業デザインの実践研究 ～ 

 



学習をつなげることができると考えた。 

  第１学年「資料の活用」では、桜の開花日のデータから、代表値やヒストグラムで表

し、桜の開花がおおまかにどれくらいに咲くのかということを考察する。第２学年「１

次関数の利用」では、先行研究のようにドットプロットしたグラフのばらつき具合から

桜の開花の要因を特定し、代表値などよりも精度の高い予測を行う。「データの分析」

では、600 度予想を批判的に捉え、PPDAC サイクルに沿って検証しながら、さらに精度

の高い予測を行う。 

  これらの３単元を通した学習から、学年や単元を超えて学習をつなげることによっ

て、生徒は独立していた数学的な学びがつながっていることを強く実感できると考えら

れ、数学での学びが実生活の事象をより深く理解するための「本物の経験」となると考

える。このことは、既習と新しい学習、数学と生活、個人の思考と集団での学びを相互

に関連付けることにつながり、「学びをつなげる力」を確実に育成していくものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０、その他（板書計画やワークシートなど） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

前時の振り返りスライド  

（スライドを作成させる際の見本にもなる） 


